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光
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は

空
也
上
人
開
辟
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八
幡
宮
ヘ
祈
誓
シ
社
参
仕
候
處
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四
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市
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ヘ
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泉
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よ
里
尼
壱
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飯
櫃
ニ
金
仏
之
如
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ヲ
捧
来
テ
上
人
ニ

り

授
ク
上
人
ノ
云
汝
者
何
人
ソ
哉
答
云
吾
是
泉
庿
之
尼
也(

後
略)

〔
読
み
下
し
〕

御
願
い
申
し
上
る
役
高
口
上
の
覚

一
豊
前
國
宇
佐
郡
高
家
郷
時
枝
村
浄
土
宗
梵
天
山
善
光
寺
は
村
上
天
皇
御
宇
天
徳
弐
年
戊
午

空
也
上
人
開
辟
の
地
也
、
然
る
に
本
尊
蒙
求
の
為
宇
佐
八
幡
宮
へ
祈
誓
し
社
参
仕
り
候
處
に
、

四
日
市
の
里
を
過
ぎ
候
ヘ
ば
、
泉
の
森
よ
り
尼
壱
人
飯
櫃
に
金
仏
の
如
来
を
捧
げ
来
て
上
人

に
授
く
、
上
人
の
云
う
、
汝
は
何
人
ぞ
哉
、
答
え
て
云
う
、
吾
是
泉
庿(

廟)

の
尼
也
、

〔

大

意

〕

【
百
合
畑
に
於
て
白
髪
の
老
翁
出
現
】

豊
前
國
宇
佐
郡
高
家
郷
時
枝
村
浄
土
宗
の
善
光
寺
は
村
上
天

皇
の
時
代
の
天
徳
二
年
に
、
空
也
上
人
が
開
か
れ
た
寺
で
あ

る
。(

空
也
上
人
は)

御
本
尊
を
お
迎
え
す
る
為
に
宇
佐
八
幡

宮
ヘ
お
参
り
し
た
。
そ
の
帰
り
四
日
市
の
里
を
過
ぎ
た
あ
た

り
の
泉
の
森
を
通
り
か
か
っ
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
尼
さ
ん
が

飯
び
つ
に
金
の
仏
様
を
捧
げ
て
、
上
人
に
授
け
た
。
上
人
が

何
人
で
あ
る
か
聞
い
た
所
、
泉
の
廟
の
尼
で
あ
る
と
、
答
え

た
。(

こ
の
後
上
人
は
授
け
ら
れ
た
仏
様
を
捧
げ
持
ち
、
芝

原
の
地
に
善
光
寺
を
開
い
た
、
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。)

と
こ
ろ
が
後
世
に
描
か
れ
た
「
豊
前
善
光
寺
縁
起
絵
図
」

(

下
写
真
参
照)

で
は
「
尼
」
が
「
老
翁
」
と
な
っ
て
い
ま
す

し
、「
四
日
市
の
里
」
は
「
百
合
畑
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
の
歴
史
の
変
遷
の
中
で
縁
起
も
変
化
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。
し
か
し
空
也
上
人
が
天
徳
二
年
に
創
建
し
た
、

と
い
う
こ
と
は
一
致
し
て
い
ま
す
。

〔

天

徳

二

年

、

空

也

上

人

開

基

の

可

能

性

〕

空
也
上
人
が
七
十
歳
で
没
し
た
の
は
天
禄
三(972)

年
。、
善
光
寺
を
開
い
た
の
は
天
徳
二

年
の
時
は
五
十
六
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
果
た
し
て
そ
の
頃
空
也
上
人
が
九
州
に
下

り
、
善
光
寺
を
開
基
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
先
だ
っ
て
東
京
国
立
博
物
館
で
特
別
展
「
空
也
上
人
と
六
波
羅
蜜
寺
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
公
式
図
録
に
「
空
也
上
人
・
六
波
羅
蜜
寺
関
連
年
表
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
年
表
か
ら
天
徳
年
間
の
前
後
を
書
き
抜
い
て
み
る
と
、

九
四
七
～
九
五
六

こ
の
頃
、紀
伊
国
有
田
郡
に
光
明
寺
を
建
立
す
る

天
暦
年
間

こ
の
頃
、豊
後
国
を
遊
歴
す
る

こ
の
頃
、伊
豫
松
山
浄
土
寺
に
止
住
す
る

九
五
七
～
九
六
〇

大
和
長
谷
寺
に
参
詣
す
る

天
徳
年
間

大
和
添
上
郡
勝
部
寺
に
止
住
し
、水
晶
軸
を
掘
り
出
す

雲
林
院
に
住
む

九
六
二
応
和
二

こ
の
頃
、千
葉
内
供
に
出
会
い
、「
捨
て
て
こ
そ
」と
い
う

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
表
の
記
述
順
に
足
跡
を
辿
る
と

紀
伊
国
～
豊
後
国
～
伊
豫
～
大
和
～
京
都(

雲
林
院)

と
、
空
也
上
人
の
足
跡
は
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
九
州
の
足
跡
は
「
豊
後
国
」
と
だ
け
あ
り
、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
善
光
寺
の
創
建
天
徳
二
年
の
前
後
を
調
べ
る
と
、

天
暦
年
間

山
香

小
武
寺
創
建

天
暦
年
間

杵
築

利
益
寺
創
建

九
五
八(

天
徳
二)

豊
前

善
光
寺
創
建

九
五
九(

天
徳
三)

国
東

興
導
寺
創
建
「
空
也
池
」
を
掘
る

九
六
〇(

天
徳
四)

日
出

願
成
就
寺
創
建(

中
興)

と
い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
一
連
の
空
也
伝
承
に

つ
い
て
『
空
也
上
人
の
研
究｜

そ
の
行
業
と
思
想｜

』
で
石
井
義
長
氏

は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
空
也
の
京
都
に
お
け
る
行
業
に
天
暦
後
か
ら

興
導
寺
「空
也
池
」

天
徳
年
間
に
か
け
て
の
五
十
歳
前
半
の
空
白
の
期
間
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に(

こ

れ
ら
の
言
い
伝
え
が)

あ
り
得
た
と
い
う
可
能
性
も
一
概
に
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。」

ま
た
、『
善
光
寺
史
』
を
著
し
た
坂
井
衡
平
氏
も
「
空
也
が
京
都
に
念
仏
開
宗
後
善
光
寺(

信

濃)

に
詣
で
、
九
州
に
教
化
し
て
本
寺(

豊
前
善
光
寺)

の
開
基
に
与
り
、
帰
京
し
て
六
波
羅

蜜
寺
を
建
立
し
た
と
見
る
の
は
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
天
徳
二
年
、
豊
前
善
光
寺
創
建
の
言
い
伝
え
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


